
社 会 科 学 習 指 導 案 
                                           指導者 澤 口 良 夫 

１．日 時  平成１７年８月２６日（金）２校時 
 
２．学 級  ３年２組 男子１７名 女子１６名 合計３３名  北校舎２階３年２組教室 
 
３．単元名  第３章 現代の民主政治と社会 ３ 地方の政治と自治 
 
４．主題について 
  本単元は「地方自治の基本的な考え方について理解させる。その際、地方公共団体の政治の仕組みについて理解させるとと

もに、住民の権利や義務に関連させて、地方自治の発展に寄与しようとする住民としての自治意識を育てる。」ことをねらいと

している。生徒は、前節で人間尊重についての考え方を、基本的人権を中心に深めたとともに、法の意義に着目させ、民主的

な社会生活を営むためには法に基づく政治が大切であることを学習した。そこで、本単元では地域社会における住民の福祉は

住民の自発的努力によって実現するものであり、住民参加による住民自治に基づくものであること、そして、このような住民

自治を基本とする地方自治の考え方が、地方公共団体の政治の仕組みや働きを貫いている基本的な考え方であることを学習す

る。2000年の地方分権一括法の施行により、地方分権の推進はいよいよ実施の段階となった。そして、市町村合併特例法の改

正により、2002年以降、全国で約 1500の市町村が合併に向けた協議会に新たに参加している。市町村合併特例法の期限が限

られており、合併の是非や相手先を選ぶ住民投票も急増した。このように地域社会や自治体をとりまく環境が大きく変化しつ

つある中、まさに地方分権時代の望ましい自治体像を中学生なりに考えることができる教材となっている。 

  公民の学習に興味関心のある生徒が２０名（64％）である。資料を活用して調べようとする意欲と能力は高いものがある。

また、自分なりの考えをしっかりと書くことができる生徒が多い。しかし、日常的に新聞を見ている生徒は５名（16％）、政治

を身近に感じている生徒が４名（12％）、盛岡市長の氏名を言える生徒が５名（16％）で、岩手県知事については３名（９％）

であることから、授業での学習が日常の生活には転移されていないと言える。 

  そこで、地方自治についてその考え方や仕組みについての理解を深めることは大切なことであり、本単元の学習を通して生

徒の政治に対する関心を高めたい。そのためにも、市町村合併について考えさえることはタイムリーなことだと考える。さら

に、住民の権利や義務について知ることで、地域社会への関心を高め、地方自治の発展に寄与しようとする住民としての自治

意識の基礎を育てたい。 

 
５．指導と評価の計画 （別紙） 
 
６．本時の達成目標 

社会的事象への関心・

意欲・態度 
市町村合併について関心を深め、その背景を調べてまとめることに積極的に取り組むことができ

る。 

社会的な思考・判断 市町村合併について、国、岩手県、盛岡市、玉山村、矢巾町のそれぞれの立場から多面的・多角的

に考察し、自分の考えをまとめ発表することができる。 

資料活用の技能・表現 各種の資料を活用しながら、市町村合併のねらいや背景、それぞれの自治体の考えについて整理す

ることができる。 
社会的事象についての

知識・理解 
市町村合併のねらいや盛岡市の合併についてまとめることができる。 

 
７．本時の指導の構想 
（１） 指導構想及び留意点 

政治は大人の話であり身近なものではないという意識のある生徒達に、「民主主義の学校」と呼ばれる地方自治につい 
    て、盛岡市を題材として学習を進めることで、興味を持って学習に取り組み政治を身近なものとしてとらえることがで

きるのではないかと考える。平成 18年１月 10日に玉山村と合併して新盛岡市が誕生することは、まさに自分達に直接
関わることであり、タイムリーな題材である。 
そこで、既に合併が決定し新しい市名となった市町を導入で扱い、生徒達の興味関心を喚起し課題意識を持たせたい。

また、予想の段階で既習事項を生かした根拠のある予想をさせたい。そして、生徒一人ひとりが市町村合併について自

分なりの考えを持てるよう思考の時間も十分確保したいと考える。盛岡市の場合、編入合併の編入先であることから、

生徒達にとって合併することの切実感はないのではないかと思われる。そこで、単に盛岡市の立場だけで考えるのでは

なく、編入合併する玉山村や合併を見送った矢巾町の立場で考えさせることが、この合併を多角的にとらえさせること

になるのではいかと考える。 
（２） かかわり合いを生かす手だてについて 

導入段階で、新しく誕生する市や県内市町村合併状況地図等の資料を提示することで、題材に対して深く関わらせ本時 
    の課題を生徒自身に作らせたい。そのことで、課題に対する必然性をつかませたい。また、予想の段階で内容課題に対す

る予想とともに課題を解決するための手だてについても考えさせたい。そして、合併に対する各々の考えを発表しあう場

面を設定し、友達同士のかかわり合いを通して個々の思考を深めさせたい。 
 

―１－ 



８ 本時の展開                          〈Ａ〉達成度 〈Ｂ〉学習速度 〈Ｃ〉取り組み方法（学習方法） 
                                 〈Ｄ〉見方・考え方 〈Ｅ〉興味・関心 〈Ｆ〉生活経験 

段
階 

過
程 

時
間 学 習 活 動 評価の視点・方法 指導上の留意点 教材・教具等 

導
入 

課 

題 

確 

認 

10
分 

１ 前時までの確認をする。 
 
２ 市町村合併の取組状況について

つかむ。 
 ・「洋野町」「奥州市」について 
 ・岩手県内市町村合併の取組状況

の地図 
 
３ 学習課題を把握する。 
 
 
 

 １ 本時にかかわる既習の重要語

句を確認することで、考える際

のよりどころとする。 
２ 岩手県内市町村の合併を取り

上げ、身近な問題として必然性

をつくる。 
 
 
３ 生徒個々に学習課題を作ら

せ、全体のものにする。 

 
 
・紙板書 
・ＯＨＰ 
「合併状況地

図」 
 
・学習シート 
 

展
開 

課 

題 

追 

究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課 

題 

解 

決 

３２
分 

４ 予想する。 
 ・盛岡市に何かメリットがあるか

ら 
 ・盛岡市が財政難だから 
 ・もっと規模の大きな都市にした

いから 
 
 
 
 
 
 
 
５ 盛岡市の合併について知る。 
 
 
６ 市町村合併について、盛岡市を

例に考える。 
 ・盛岡市は大きな都市を目指して

いるのではないか。 
 ・玉山村は財政的に厳しいのでは

ないか。 
 ・矢巾町は名前がなくなることが 
  いやだったのではないか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 市町村合併が進む背景を知る。 
 
 
８ 「地方分権」という言葉につい

て知る。 
 

４  
 
 
 
 
 〈机間巡視・学習シートの記述〉 
G1複数の視点から予想している。 
G2 財政面など一つの視点で予想し
ている。 

G3 前時までの学習シートをもと
に、関連のある既習事項を探さ

せる。 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
 〈記述内容・発表〉 
G1 財政面、地域に対する愛着など
複数の視点から合併する理由

と自立する理由の両方を考え、

発表することができる。 
G2 合併する理由や自立する理由の
どちらかを考え、発表すること

ができる。 
G3 なぜ市町村合併が進んでいるの
か調べたことを振り返らせる。 

４ ここで全員に必ず予想させる

ことで課題解決への必然性を持

たせる。〈Ｄ〉〈Ｆ〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 盛岡市の合併に関する流れに

ついて教師から説明する。 
 
６ よりどころとなる視点を確認

しながら、３市町村のそれぞれ

の理由ついて考えさせる。それ

は、合併のメリット・デメリッ

トについて考えることでもあ

る。それらを意見交流させるこ

とにより、個々の考えを深めさ

せたい。〈Ｄ〉〈Ｆ〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 盛岡市を例にして考えた市町

村合併を一般化する。 
 
８ 最終的に３市町村とも自分達

のまちの未来を考えて出した結

論であり、いずれも尊重すべき

ものであることを、「地方分権」

の考え方からとらえさせたい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ＯＨＰ 
「合併の流れ」 
 
 
 
・資料プリント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ＯＨＰ 
「市町村合併

の背景」 
 

終
末 

ま 

と 

め 

８
分 

９ なぜ市町村合併をするのか、学

習したことをもとにまとめる。 
 
 
 
10 次時の見通しを持つ。 
 

 ９ 本時の学習内容のまとめだけ

でなく、友達の考えも含めたか

かわり合いを生かした感想も書

かせたい。 
 
 

 

 
―２－ 

 
なぜ市町村合併をするのか、盛岡市を例に考えよう。 

既習事項をもとに課題に対

する予想を立てることがで

きたか。 
 

なぜ盛岡市と玉山村は合併

の道を選び、矢巾町は合併し

ない道を選んだのかを考え

ることができる。 



指導と評価の計画                                                                     盛岡市立上田中学校 

３ 年   社 会 単元（題材）名   地方の政治と自治 総時間 ５時間扱い 
 学習指導要領の指導事項 
  ○現代の民主政治とこれからの社会 
   イ 民主政治と政治参加 

単元の目標 主な学習活動 評価規準 社会的事象への関心・意欲・態度 社会的な思考・判断 資料活用の技能・表現 社会的事象についての知識・理解 
Ｂ＝「おおむね満足で

きると判断される状況」 
地方公共団体の政治の仕組

み、住民の権利や義務につい

て課題意識を持ち、資料を活

用しながら調べ、主権者とし

ての自分の在り方について考

えている。 

地方自治における議会制民主

主義の基本的な考え方と、政

治の仕組みなどの学習課題に

対して、複数の視点から考え

明確な根拠をもとに結論を引

き出すことができる。 

地方自治における議会制民主

主義の基本的な考え方と、政

治の仕組みなどの学習課題に

対して、資料をもとにしなが

ら、まとめたことを自分のこ

とばで伝えることができる。 

地方自治の基本的な考え方、

地方公共団体の政治の仕組み

や地方自治の意義についての

基本的な知識を説明すること

ができる。 

Ａ＝「十分満足できる

と判断できる状況」の例 
地方公共団体の政治の仕組

み、住民の権利や義務につい

て課題意識を持ち、資料を活

用しながら自ら進んで調べ、

主権者としての自分の在り方

について考えている。 

地方自治における議会制民主

主義の基本的な考え方と、政

治の仕組みなどの学習課題に

対して、的確な複数の視点か

ら考え明確な根拠をもとに結

論を引き出すことができる。 

地方自治における議会制民主

主義の基本的な考え方と、政

治の仕組みなどの学習課題に

対して、資料をもとにしなが

ら、的確にまとめたことを自

分のことばで伝えることがで

きる 

地方自治の基本的な考え方、

地方公共団体の政治の仕組み

や地方自治の意義についての

知識が他の知識と関連づけら

れて、構造的に説明すること

ができる。 

地方自治の基本的な考

え方について、理解す

ることができる。また、

地方公共団体の政治の

仕組みについて理解す

るとともに、住民の権

利や義務に関連させ

て、地方自治の発展に

寄与しようとする住民

としての自治意識の基

礎を身につけることが

できる。 

①地方公共団体の仕事

について調べる。 
②地方財政について調

べ、盛岡市と他の地方

公共団体とを比較し

特徴をまとめる。 
③住民の政治参加がど

のように行われてい

るのか調べる。 
④市町村合併の背景と

現状を調べる。 
⑤「まちづくり」を調べ

る。 
⑥身のまわりの政治を

よくするために何が

できるか考える。 

Ｃ＝「努力を要すると

判断される状況」の生徒

への手だての例 

各種資料の着眼点を示し、身

近な地域に置き換えて、課題

となるところを見つけさせ

る。 

２つ以上の資料の相違点や共

通点を見出させ、学習課題と

関連づけさせて、まとめさせ

る。 

資料を読みとらせ、問題点を

見つけさせたり、その原因を

探らせたりして、要点をまと

めさせる。 

教科書や資料集を調べさせた

り、身近な例と関連づけて指

摘させたりして理解させる。 

次 時 主な達成目標 主な学習活動 社会的事象への関心・意欲・態度 社会的な思考・判断 資料活用の技能・表現 社会的事象についての知識・理解 

２ 

地方自治の意味と役割や 
地方自治の仕組みや住民

参加の方法について理解

することができる。 

地方公共団体の仕事や地方財

政について調べる。 
住民の政治参加がどのように 
行われているのか調べる。 

地方公共団体の仕事や財政に

ついて関心を持ち、進んで調

べようとしている。 

 教科書や資料集などから適切

な資料を選び、地方公共団体

の仕事内容をまとめたり、地

方財政の特色をまとめたりす

ることができる。 

地方自治の仕組みや地方自治

の意義についての知識を説明

することができる。 

１ 

１ 
本時 

市町村合併が進む理由を

考え発表することができ

る。 

市町村合併の背景と現状を調

べる。 
 市町村合併のが進む理由につ

いて考えたり、合併せず自立

を選んだ理由などを考えるこ

とができる。 

市町村合併の背景と現状につ

いて、資料をもとにまとめる

ことができる。 

 

２ ２ 

身近な地域の「まちづく

り」について調べ、身近

な地域の政治をよくする

ために、何ができるのか

考え発表することができ

る。 

盛岡市で行っている特色ある

まちづくりについて調べる。 
盛岡市政や岩手県政に期待す

ることをまとめる。また、自

分ができることについて考え

る。 

身近な地域の特色ある政治に

ついて進んで調べたり、住民

の一人としてそのあり方を考

えようとしている。 

 まちづくりの課題について調

査結果をまとめたり、提言を

まとめたりする等の活動に取

り組み、発表することができ

る。 

 

 


